
    
 

 
 

習志野都市計画地区計画の変更(習志野市決定) 

 
 

都市計画新習志野駅前地区地区計画を次のように変更する。 

名  称 新習志野駅前地区地区計画 

位  置 習志野市茜浜２丁目の一部 

面  積 約 ８．８ ha 

地区計画の目標 

本市の地域拠点である新習志野駅周辺の核となる本地区については、商業・業務・

サービス等を兼ね備えた交流拠点としての整備を図るとともに、幕張新都心と連携した

魅力ある空間の創出を図る。 

区域の整備、開発及び

保全に関する方針 

[公共施設等の整備の方針] 

円滑な交通処理と歩行者空間の形成のために、公共施設の整備の方針を以下のよ

うに定める。 

１） 駅前における自動車動線の適切な処理、及び、周辺街区との円滑な歩行者動線形

成のために、駅前広場の再整備を行い、併せて本地区及び駅前への自動車アクセス

の改善のために、都市計画道路を整備する。 

２） 本地区への自転車及び歩行者アクセスの改善のために、駅前広場東西の京葉線

沿いの自転車歩行者専用道路を整備する。 

３） 潤いのある街づくりのために、菊田川沿いにうるおいのある歩行者空間を整備す

る。 

 

[建築物等の整備の方針] 

幕張新都心と連携しつつ、交流拠点にふさわしい調和のとれた建築物の誘導を図るた

め、建築物等の整備の方針を以下のように定める。 

１） 幕張新都心の西側の玄関口として、魅力的な空間を創出するため、それにふさわ

しい建築物を配置するとともに、商業業務街区では低層部に商業サービス、娯楽、ス

ポーツ、展示、文化施設等のアメニティ施設の配置誘導を図る。 

２） 安全で快適な歩行者空間の整備を図るため、壁面後退等により敷地内に、駅前広

場や周辺道路と一体となった魅力的な都市空間整備を図り、質の高い広場状、歩道

状空地の確保を図る。 

３） 一体的で良好な環境形成のため、敷地の細分化による環境悪化の防止に努める。 

４） 駐車施設については、地区全体の交通状況を勘案して適正な規模を確保するとと

もに有効活用を図る。 

５） 歩行者の安全性及び景観上の配慮、連続的な魅力空間の整備、車の円滑な通行

機能を確保するため、車の出入り口を計画的に配置する。 

平成 ５年 ３月 ９日決定 習志野市告示第 ５９号 

平成１５年１０月１４日変更 習志野市告示第２２８号 

令和 ３年 ３月１６日変更 習志野市告示第 ３２号 



    
 

 
 

 

区域の整備、開発及び

保全に関する方針 

[土地利用の方針] 

生活、スポーツ、情報等の多様な市民交流機能と業務、商業、宿泊等の機能を備えた

新しい都心型複合市街地形成のため、土地利用の方針を以下のように定める。 

１） 土地の高度利用を推進するとともに、これにふさわしい公共施設の整備を図りつ

つ、駅前広場を中心とした安全で快適な歩行者空間ネットワ－クと一体的なアメニテ

ィの高い空間の形成を図る。 

２） スポーツ交流街区には、千葉県の水泳競技の拠点となりスポーツを通じた市民交

流を促進する大規模プール施設を配置する。 

３） 商業業務街区には、習志野市の産業経済基盤を強化し産業活性化を促す業務

施設、及び回遊性の向上に努め地区内外で働く人々や来街者の利便を高め、にぎ

わいの場を創り出す商業サービス、娯楽、スポーツ、展示、文化的施設等のアメニ

ティ施設や宿泊施設等の導入を図る。また、新習志野駅と幕張新都心とのスムーズ

な連絡を図るため、歩行者空間の創出を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    
 

 
 

地 

区 

整 

備 

計 

画 

地区の配置及び規模 
地区幹線道路１号（幅員１４．５ｍ、延長約２００ｍ） 

自転車歩行者専用道路１号（幅員１２ｍ、延長約１００ｍ） 

建 

築 

物 

等 

に 

関 

す 

る 

事 

項 

地区の区分 

地区の名称 スポーツ交流街区 

地区の面積 約 ３．０ ｈａ 

建築物等の用途の制限 

水泳場、運動施設、観覧場、集会場、店舗、駐車場及びこれらに付属

する建築物以外の建築物は建築してはならない。 

ただし、公共公益上やむを得ないものについてはこの限りではない。 

壁面の位置の制限 

〔道路境界線からの距離〕 

道路境界線から建築物の外壁又はこれに代わる柱の面までの後退距

離は、次に掲げるとおりとする。 

ただし、公共公益上やむを得ない建築物、並びに地盤面下の建築物、

及び建築物の管理上最小限必要な付帯設備についてはこの限りでな

い。 

１） １号壁面線においては、１０ｍ以上、一部２０ｍ以上とする。 

２） ２号壁面線においては、６ｍ以上とする。 

３） ３号壁面線においては、４ｍ以上とする。 

建築物等の形態又は色彩 

その他の意匠の制限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の色彩は、原則として原色を避け、

周辺環境と調和した落ちつきのある色調、又は明るい色調とする。 

垣又はさくの構造の制限 
敷地の境界には、垣又はさくを設けてはならない。 

ただし、建築物の保安・管理上やむを得ないものはこの限りでない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    
 

 
 

地 

区 
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計 

画 

地区の配置及び規模 自転車歩行者専用道路２号（幅員６ｍ、延長 約１１０ｍ） 

建 

築 

物 

等 

に 

関 

す 

る 

事 

項 

地区の区分 

地区の名称 商業業務街区 

地区の面積 約 ５．８ ｈａ 

建築物等の用途の制限 

次の各号に掲げる建築物は建築してはならない。 

１） 住宅 

２） 兼用住宅 

３） 共同住宅、寄宿舎、下宿 

４） 倉庫業を営む倉庫 

５） 自動車教習所 

６） 畜舎（複合施設内に立地する犬猫等小動物の畜舎は除く。） 

７） 単独車庫 

８） 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第１

項第４号に掲げる営業の用に供するもの 

９） 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第６

項第２号から第６号に掲げる店舗型性風俗特殊営業の用に供する

もの 

10） 勝馬投票券発売所、場外車券場等公営競技に係る場外券売場 

11） 貸金業を営む営業所又は事務所 

12） 特別養護老人ホーム、介護老人施設、障がい者支援施設等、そ

の他これに類する入所型施設 

13） 病院その他医療施設の単独立地（複合施設内に立地する場合

は除く。） 

14） 神社、寺院、教会等宗教施設 

15） 葬祭場 

16） 単独で立地するゴルフ練習場、バッティングセンター、その他ス

ポーツ施設（商業、アミューズメント系の複合施設内におけるスポー

ツ施設は除く。） 

17） 学校（専修学校及び各種学校を除く。） 

18） １階、２階の部分を事務所の用に供するもの（ただし、劇場、店

舗、スポーツ施設、公共公益施設、その他これに類する施設に付属

するものは除く。） 
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項 

建築物の 

敷地面積の最低限度 

３，０００ ㎡ 

ただし、公共公益上やむを得ないものはこの限りでない。 

壁面の位置の制限 

〔道路境界線からの距離〕 

道路境界線から建築物の外壁又はこれに代わる柱の面までの後退距

離は、次に掲げるとおりとする。ただし、公共公益上やむを得ない建築

物、並びに地盤面下の建築物、及び建築物の管理上最小限必要な付帯

設備についてはこの限りでない。 

１） ２号壁面線については、６ｍ以上とする。 

２） ４号壁面線については、３ｍ以上とする。 

建築物等の形態又は色彩 

その他の意匠の制限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の色彩は、原則として原色を避け、

周辺環境と調和した落ちつきのある色調、又は明るい色調とする。 

垣又はさくの構造の制限 
敷地の境界には、垣又はさくを設けてはならない。ただし、建築物の保

安・管理上やむを得ないものはこの限りでない。 

 

「区域、整備計画区域、地区の区分、地区施設の配置及び壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」 

理由 商業業務街区の地区整備計画を定めるともに再開発等促進区を廃止すべく、地区計画を変更する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習志野都市計画新習志野駅前地区地区計画図 
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壁面の位置の制限 

縮
尺 

１号壁面線 

２号壁面線 

３号壁面線 

１０ｍ以上 

２０ｍ以上 

６ｍ以上 

４ｍ以上 

凡 

例 

N 

0 10 20 30 40 50 100 150 200 250 300 

地区計画の区域 

地区整備計画の区域 

地区幹線道路１号 

自転車歩行者専用道路１号 

自転車歩行者専用道路２号 

自転車歩行者 
専用道路２号 

商業業務街区 

４号壁面線 ３ｍ以上 


